
Brooklyn DAC+に関する Q&A 

Q1： 

現在、Mytek Digital 192-DSDを使用中で、先日ヨドバシカメラ梅田のデモに

参加し、Brooklyn DAC+に興味をもっています。使い勝手を知るため、

Brooklyn DAC+のマニュアルを検索してみたのですが、Brooklyn DAC の英文

マニュアルしか見当たりません。Brooklyn DAC+の和文マニュアルはないの

でしょうか？または、これから作成されるのでしょうか？Brooklyn DAC のマ

ニュアルの英文を読むこと自体には抵抗感はないのですが、192-DSDの経験

からすると、現在の Brooklyn DACの英文マニュアルは目的とする操作に到達

する手順の記載が不十分なような感じがします。操作の詳しい手順を記載した

マニュアルのリリースの方針についてご教示ください。 

A1： 

Brooklyn DAC+をご検討くださり、誠にありがとうございます。 

日本語マニュアルに関しましては現在作成中となり、準備でき次第、

mytekdigital.jp に PDF 等の電子媒体でご用意する予定です。製品自体には同

等の内容が印刷されたものが同梱されています。 

内容に関しましては Mytek Digital 社が作成している英語マニュアルに準拠し

たものとなります。現在公開されている英語マニュアルには、いくつか記述間

違いなどがあるため、それらについては修正を施した内容となっておりますが、 

日本語独自に、オリジナルには記載がない何らかの手順や説明等が追記された

ような項目は、現段階では作成をしておりません。 

分かりづらいとご申告があった点や、よくあるご質問に対しては、よくあるご

質問と回答として FAQ 集のようなコンテンツを mytekdigital.jp に作成してい

くことを検討しております。 

 

Q2： 

早速のご回答ありがとうございます。 

Mytek Digital 192-DSDのマニュアル（添付 10/48ページ）には、Main Menu

というのがありまして、操作手順を簡便に示しており重宝しています。これが

ないと、手順の階層が深いため、目的とする操作に到達する手順が不明、もしく

は一度できても次には忘れているということが起こります。見たところ

Brooklyn DAC の英文マニュアルにはないようですので、是非ともご検討いた

だきたいと存じます。FAQのようなかたちのご提示でも結構です。 

もう 1 件ですが、ドライバーのインストールの他に、Mytek Digital 192-DSD

にはなかった、Mytek Control Panel をインストールする必要があるとなって



います。これはどのようなことを行うものなのか、Brooklyn DAC の英文マニ

ュアルには詳しい説明がないようです。これについても目的と操作手順を説明

していただくことをお願いいたします。実は小生の他にも、本機に関心をもっ

ているものがおりますが、ごくふつうの音楽愛好家で Brooklyn DACの英文マ

ニュアルの和訳だけでは、少しは Mytek Digital 192-DSDの経験がある小生以

上に、まず本機の操作は不可能と危惧しています。 

A2： 

操作手順につきましては現行の日本語マニュアル内の 9.1 操作方法並びに 9.2

設定にてフロントパネル画像とともに流れをご紹介しております。 

https://www.mytekdigital.jp/products/brooklyn-dac/ 

現状、これ以上の詳細な内容はメーカー自身でなされていないため、継続的な

マニュアル改定を今後の改善ご要望として伝えてまいります。 

Mytek Control Panelについては、Brooklyn DAC+のマニュアル内に記載され

ているもの以外、それに注目したようなマニュアルがメーカー側で現状用意さ

れておりません。 

こちらについてもメーカーに要望してまいりたいと考えておりますが、これは

USB ケーブルでパソコンと Brooklyn DAC+と接続した際に、各設定がパソコ

ン上で行えるコントロールパネルを提供するものです。 

行える内容は主に次のものとなります。 

①ファームウェアの更新 

②ASIOバッファーサイズ 

③ASIO Input mode 

④フロントパネルで操作するのと同一の各設定項目ボタン 

②と③は特殊なソフトウェアを用いて音楽制作される人向けの項目なので、無

いものとして考えていただいて構いません。 

④については、Mytek Control Panel のウィンドウ下部に表示される長方形の

ボタンとして配置されており、マウスでクリックして設定を変えられます。 

横一列にボタンが並ぶインターフェースのために、ウィンドウの大きさによっ

ては全てのボタンが一度に表示されない仕様になっていますが、何れかのボタ

ンにマウスカーソルを合わせて左右にドラッグすると隠れたボタンを表示でき

ます。 

 

最初の質問にはご回答いただいているのですが、6 月 29日送信の 2回目の質問

にはお答えいただいていません。ご多忙とは思いますが、ご回答いただけませ

んでしょうか。 

現在、大阪日本橋アサヒステレオセンターを通じて Brooklyn DAC+を借用する

https://www.mytekdigital.jp/products/brooklyn-dac/


算段をお願いしているところです。借用期間が限られますので、あれこれ試行

する時間がありません。つきましては、短時間で操作を習得できるよう追加質

問をさせていただきます。過去 2件の質問をしていますので、以下、質問 3（Q3）

から始めさせていただきます。 

 

Q3： 

Brooklyn DAC+の日本語マニュアルを貴社 HPより DLして読んでおります。

多少、分かりにくいところがありますので、マニュアルの原文を読んでみたい

のですが、DLできるサイトを教えてくださいませんか。 

A3： 

メーカーオリジナルのドキュメントについては  

https://mytekdigital.com/hifi/ の”Support”をご確認ください。尚、弊社側の

翻訳作業段階でメーカー自身が提供するマニュアルにも誤記などが散見された

ため、突き合わせを随時行っており、修正が加えられている可能性があります

ので、今現在の段階では厳密には弊社が提供するものと内容が同一ではない可

能性がございます。今後も不定期に改善が加えられていく可能性がございます。 

 

Q4： 

MQA-CD（購入済）をデコードして再生するための、ディジタルプレイヤー（ト

ランスポート）との接続と手順を教えてください。先の質問のように手順の階

層を図示したものがあれば、たどり着けるのですが、DLしたマニュアルでは手

順が分かりません。 

・接続はディジタルプレイヤー（トランスポート）の同軸 S/PDIF出力から RCA

ディジタルケーブルで、マニュアル 9 ページの図中の⑤の S/PDIF 同軸入力 1

または 2の端子に繋ぐことで良いのでしょうか。 

・再生に至る操作手順について順を追って説明してください。 

A4：MQA-CD を Brooklyn DAC+でデコードされたい場合は、お手元のプレイ

ヤーから何らかのディジタル出力端子を使い、Brooklyn DAC+のディジタル入

力端子の何れかに入力する形でご利用ください。アナログ入力以外、どのディ

ジタル入力端子でも使用可能です。 

一般的にはプレイヤー側の同軸ディジタル出力かオプティカル出力と呼ばれる

ところから Brooklyn DAC+へ接続ください。 

設定上は「MQA Decoder」が「ENBL」となっていれば、MQA 信号が認識され

たときに自動的に処理されます。 

デフォルト値が ENBLになっているので、設定を能動的に変えない限りは意識

頂く必要はございません。 



 

Q5： 

フォノイコとして使用する場合、MC カートリッジのステップアップトランス

経由の RCA ステレオ出力の接続と手順を教えてください。 

・接続はトランスの RCA 出力ケーブルをマニュアル 9 ページの図中の③のア

ナログ入力端子（上段：L・下段：R）に繋ぐことで良いのでしょうか。 

・再生に至る操作手順について順を追って説明してください。 

A5：アナログ RCA 入力（マニュアル上の表記は③の端子）を使用します。

Brooklyn DACはフォノイコライザーを内蔵しており、アナログ入力 RCA 端子

がその機能を内包しており、設定で切り替えることで使い分けを行います。設

定方法についてはマニュアル 9.2.16 Analog Input をご参照ください。 

 

Q6： 

Mytek Digital 192-DSDの場合と同様に、TASCAM DA-300から SDIF3 伝送

の DACとして使用する場合の接続と手順を教えてください。 

・接続は TASCAM DA-300 から SDIF3 伝送の 3 本の BNC ケーブルを次のよ

うに繋ぐことで良いのでしょうか。 

 クロックケーブル→マニュアル 9ページの図中の⑧の BNC 入力端子 

 ディジタルケーブル L 出力→マニュアル 9 ページの図中の⑤の S/PDIF 入力

端子（上段） 

 ディジタルケーブル R 出力→マニュアル 9 ページの図中の⑤の S/PDIF 入力

端子（下段） 

 なお、9 ページのオレンジでマーキングした注意事項の文章が分かりにくい

のですが、入力端子が RCA のようなので、BNC→RCA変換アダプターが必

要なように読み取れますが、その理解でよろしいですか。この変換アダプタ

ーは付属していますか。 

・再生に至る操作手順について順を追って説明してください。 

A6： 

お客様が想定されている使用方法だと以下になります。 

・ケーブル結線は以下のようになります。バックパネルと照らし合わせてご判

断下さい。 

- SPDIF1/DSD L IN が L チャンネル 

- SPDIF2/DSD R IN が Rチャンネル 

- WCK IN がワードクロック 

・L-R 用に BNC-RCA ケーブルが必要です。通常の SDIF 伝送では BNC-BNC

ケーブルが使用されますが、Brooklyn DAC+では S/PDIFと兼用とする仕様の



ため、端子が RCA になっているためです。 

もちろん変換アダプターの使用も通常は問題ございません。 

また、変換アダプターは同梱されておりません。別途ご用意をお願いいたしま

す。 

尚、変換アダプターを用いる場合、ノンブランドの粗悪品を使用するとインピ

ーダンス不整合や信号輻射が起きる場合があるので、業務用品を扱うプロオー

ディオショップなどにご相談いただいて、推薦されるものを使用されることを

お勧めします。 

理想は、BNC-RCA として最初からビルドされているディジタルケーブルを用

いていただくことです。 

・他社製品については言及できないので、詳しくは貸与されるシステムインテ

グレーターとしての立ち位置である販売店様へ知見を仰いでいただきたいので

すが、Brooklyn DAC+のみの立場から説明させていただきますと、以下になり

ます。 

- 「Coax Function」を「SDIF」へ変更する。 

- 「Sync」を「WCK」へ変更する。 

 

Q7： 

日本語マニュアルは v1.1 となっており、DL した最新の原文マニュアルは v1.3

となっています。日本語マニュアルは、最新の原文マニュアルの訳でしょうか。 

A7： 

日本語マニュアルのバージョン表記は、作成時に対となった英語マニュアルの

バージョン表記と同一となっております。そのため、現在ではイコールではご

ざいません。 

日本語マニュアルについては折を見て追従し、改定していく予定でございます

が、直近での細かい部分のすり合わせにつきましては、お手数おかけいたしま

すが英語マニュアルとつき合わせてご確認いただきたく存じます。 

 

Q8： 

MQA-CD の再生については試聴会でデモが実施されていますが、貴社において

フォノイコとして、あるいは SDIFの DACとしての実際の使用経験はおありで

しょうか。 

A8： 

申し訳ございませんが、コンシューマー機器同士の接続において、SDIF-3をイ

ンターフェースとして使用するCDプレイヤーがほぼ無いため、弊社ではMQA-

CD の再生において SDIF伝送を使用した事例がございません。 



ただ、前提として SDIF-3 端子に入力される信号（Brooklyn においては SDIF

出力に切り替えた後の RCA 端子へ入力される信号）は DSD になるため、MQA

とは相容れないために、不可能かと存じます。MQA はリニア PCMをベースと

しているためです。 

また、フォノイコライザーはアナログ信号を受ける入力であるため、使用でき

ません。前提として、MQA は D/A 変換のプロセスで行われる処理ですので、

アナログ入力する経路では使用されません。 

 

ご回答ありがとうございました。質問の意味を正確に捉えていただけないとこ

ろもありますので、再度追加の質問をさせていただきます。なお、ご回答は当方

からの催促のまえに可及的速やかにお願いいたします。 

 

Q9： 

Q7のご回答に関連して、ファームウェアの Versionは、出荷時に製品に添付さ

れているのでしょうか。提供される製品のファームウェアの Version と添付さ

れるマニュアルの Version は必ずしも一致していない場合があるということで

しょうか。察するに、ユーザー側で、コントロールパネルか何かで、ファームウ

ェアの Version を確認し、それに合致したマニュアルを探す必要があるという

ことでしょうか。 

A9： 

ファームウェアバージョンについては、出荷時にメーカーより記載がない状態

で納品されます。 

弊社側でも全数ですべての個体の状態について検品をしてはおらず、各々のフ

ァームウェアバージョンについて確認した上で出荷するということは行ってお

りません。 

理由としては、出荷後もファームウェアの更新が任意に行える設計であり、そ

の方法をユーザーに開放しており、必要に応じて行っていただくものと判断し

ているためでございます。 

 

Q10： 

Q8 のご回答に関連して、質問の意味を誤解されているようです。MQA-CD の

ことは関係していません。当方はアナログも、TASCAM DA-3000 と MYTEK 

192-DSDの組み合わせで SDIF伝送も実施しており、ご回答にあるような誤解

はしておりません。 

一つは、アナログプレイヤーと組み合わせて、実際にフォノイコとして使用さ

れたご経験があるか、ないかということを聞いています。 



もう一つは、（CDプレイヤーなどではなく）TASCAM DA-3000のような機器

から DSD音源を SDIF伝送で送る場合の DACとして使用されたご経験がある

か、ないかということを聞いています。マニュアル9ページの注記にはTASCAM

の記載があったため伺いました。 

ご経験がない場合、ユーザー側で探索的に試行錯誤せざるを得ないということ

でしょうか。 

なお、貴社で実際に試された入力の種類をご教示ください。 

A10： 

フォノイコライザーを用いたアナログレコードプレーヤーなどの再生検証環境

が現在弊社にはなく、イベント等でもそれにフォーカスしたデモを現在は行っ

ていないため、弊社で使用した実績がございません。 

SDIFを用いた伝送については、DA-3000と Brooklyn DAC+で実際に組み合わ

せて使用することができたという具体的なレビューを日本国内のユーザー様か

ら我々に対して頂いております。 

ただ、弊社環境では、現在、同様の機種を持たないため、実機確認は取れておら

ず、弊社で再現環境を用意できていないことにつきまして恐縮でございますが、

お客様におかれましては、貸与される機器を用いて、ご自身の環境に対して試

行いただければと存じます。 
 

ご回答ありがとうございました。いただいたご回答では十分でないことがあり

ますので追加質問をさせていただきます。 

なお、フォノ入力と SDIF 入力については貴社のサポートを期待できないと理

解しておきます。 

 

Q11： 

ファームウェアバージョンについては、情報なしで出荷されるとのことですの

で、バージョンの確認はコントロールパネルからできますか。その手順を教え

てください。 

A11： 

ファームウェアのアップデートは Mytek Control Panel より行っていただけま

す。 

例として、マニュアル P.12「Windows -Mytek コントロールパネルのインスト

ール」の項、5番目の画像が操作画面に該当いたしますが、「Firmware」と書か

れたセクションに「Current Version」という表示があるので、そちらで使用個

体のバージョンをご確認いただけます。 

その時点での最新ファームウェアが何であるかは  



https://www.mytekdigital.jp/support/ をご確認いただき、Current Version の

表記と差異がある場合には更新をご検討ください。 

本日時点での Brooklyn DAC+の最新は v.1.2.2 となり、原則として数字が大き

いものが新しいファームウェアとなります。同セクションに「Load firmware 

file」というボタンがあるので押すと、ファイルを選択するエクスプローラーウ

ィンドウが出ますので、適切なファームウェアファイルを選択し、そのあと同

セクションの「Update」というボタンを押すと更新されます。 

 

迅速なるご回答ありがとうございます。 

こういったことを織り込んだ FAQの早期リリースをお願いします。 

タイムリーなマニュアルの改訂もお願いいたします。全改定ではなく、部分的

な改定箇所の解説でも結構です。 

 

現在、アサヒステレオセンター様のお世話でデモ機を借用し、試聴を始めてい

ます。いろいろ分からないことが出てきましたのでよろしくお願いいたします。

今回は主としてクロック関係の質問です。 

                  

Q12： 

クロック関係の質問 

１）下記のとおりマニュアル間に齟齬があります。原文の方が正しいのではあ

りませんか。 

9.2.5 Sync（マニュアル和訳 Ver.1.1） 

• WCK (Word Clock) / USB、 AES、 SPDIF1&2、 Toslink、SPDIF にて

使用することができます。 

9.2.5 Sync（マニュアル原本 Ver.1.3） 

• WCK (Word Clock) / available for USB, AES, SPDIF1 &2, Toslink, SDIF  

２）下記のとおりマニュアル間に齟齬があります。原文の方が正しいのではあ

りませんか。 

9.2.5 Sync（マニュアル和訳 Ver.1.1） 

• x64 – x256 (Internal) / SPDIFで有効です。 

9.2.5 Sync （マニュアル原本 Ver.1.3） 

•x64 – x256 (Internal) /available for SDIF  

３）下記マニュアルの引用記述について分かりにくいので、確認のため教えて

ください。 

• INT (Internal) は、内蔵クロックで動作するという意味ですか。 

 • WCK (Word Clock)は、外部クロック入力を受けて動作するという意味で

https://www.mytekdigital.jp/support/


すか。 

・CDトランスポートから S/PDIFディジタル接続している場合、WCK (Word 

Clock)に設定し、外部クロック入力を 88.2KHzで送り出しますと、88.2KHz

にリクロックされて DA 変換されますか。 

• IN (Input)は、入力されてくる信号のクロックで動作するという意味です

か。  

• 44.1 – 192 kHz (Internal)は、PCMのファイル処理の場合、指定された内

蔵クロックで動作するという意味ですか。 

・CD トランスポートから S/PDIF ディジタル接続している場合、88.2KHz 

(Internal)に設定しますと、88.2KHzにリクロックされて DA変換されます

か。 

•x64 – x256 (Internal) )は、DSD のファイル処理の場合、指定された内蔵ク

ロックで動作するという意味ですか。 

・DSD再生の場合、通常外部クロックは下記のように機種によってきめられ

ています。本機ではどのようになっていますか。 

   MYTEK DIGITAL 192-DSD   88.2KHz 

      TASCAM DA-3000            44.1KHz 

      城下工業 SWD-DA20         176.4KHz 

・USB接続で DSD nativeで 2.8MHzDSD音源を受ける場合、例えば、x128

に指定するとどうなりますか。 

•SDIF入力について記載がありませんが、WCK 入力がありますので、ここ

で入力されてくるクロックで動作すると考えていいのですか。この場合、内

部クロックで打ち直すことはできますか。 

・INT (Internal) でクロックを 44.1KHz に指定し、WCK (Word Clock)の

out からクロック信号を CDトランスポートに戻して、クロックの同期を行

うことは可能ですか。 

マニュアル引用対象：9.2.5 Sync  

ディジタルの世界では常に 1 つのハードウエアがマスターとなり、他はスレ

ーブとして動作する必要があります。そのため、CD プレイヤー、ディジタル

レコーダーなどの外部ディジタル機器もこれらの関係を適切に設定する必要

があり、誤った設定がなされた場合、ノイズや歪みが信号に生じることがあり

ます。これらの問題を解決するために、本製品では以下の同期オプションが利

用できます。  

• INT (Internal) / USB / 入力された信号は、本製品の超低ジッター内部水晶

発振器に同期されます。これにより、最高の DAC 性能が保証されます。内蔵

の水晶発振器は DACチップセットに近接しているため、一般に外部から供給



されるクロックより優れています。この場合、DACはマスターとして動作し

ます。 Word Clock OUT はマスタークロック信号を出力します 

• WCK (Word Clock) / USB、AES、SPDIF1&2、Toslink、SPDIF にて使用

することができます。この場合、本製品はスレーブとして動作します。 

本製品がマスターで、他の製品がスレーブの場合は、本製品の WCK OUTと

他の製品のWCK INを接続してください。 本製品がスレーブで、他の製品が

マスターの場合は、本製品の WCK IN と他の製品の WCK OUT を接続して

ください。  

• IN (Input) / AES、SPDIF1&2、Toslinkで有効です。本製品はスレーブと

して動作します。  

• 44.1 – 192 kHz (Internal) / AES、SPDIF1&2、Toslinkで有効です。本製

品はマスターとして動作し、本製品の WordClock Outからクロック信号を出

力します。  

• x64 – x256 (Internal) / SPDIF で有効です。本製品はマスターとして動作し

ます。 
A12： 

1)ご指摘誠にありがとうございます。誤字と思われますので、修正に努めるよ

うにいたします。 

2)については正常です。理由は後述します。 

3)  

• INT (Internal) は、内蔵クロックで動作するという意味ですか。 

→内蔵クロックで動作するという意味です。 

・WCK (Word Clock)は、外部クロック入力を受けて動作するという意味です

か。 

→外部ワードクロックを受けて動作するという意味です。 

・CDトランスポートから S/PDIFディジタル接続している場合、WCK (Word 

Clock)に設定し、外部クロック入力を 88.2KHzで送り出しますと、88.2KHz

にリクロックされて DA 変換されますか。 

→CDトランスポートから 88.2kHzで出力されていないかぎりは、されませ

ん。44.1kHのクロック信号が 88.2kHzに変換されることはなく、外部クロッ

クの周波数と、再生するソースの周波数は同一である必要があります。 

そうしないとロックされないので、再生自体ができない状態となり、無音にな

ります。 

ワードクロックを使う以上、マスタークロックから送信されるクロック情報が

真なるものとして連なる(ディジーチェーン)ディジタル機器はそれに従うこと

が求められるので、別の周波数でリクロックというような動作は行われないよ



うになっております。それを個々に行ってしまうとシステム全体の整合性が合

わなくなるので、クロックを分配する意味がなくなるからです。 

• IN (Input)は、入力されてくる信号のクロックで動作するという意味です

か。  

 →入力されてきたディジタル信号に含まれるクロック信号をもとに動作しま

す。 

• 44.1 – 192 kHz (Internal)は、PCMのファイル処理の場合、指定された内蔵

クロックで動作するという意味ですか。 

→44.1k-192kHz（Internal）は、内臓の FemtClockを固定周波数で動作させ

るものです。具体的には、WCK OUT端子から別のWCK入力がある機器に、

クロックを分配するために使う設定です。つまり Mytek製品の DACの内蔵ク

ロックをワードクロックディストリビューターにする設定です。 

・CDトランスポートから S/PDIFディジタル接続している場合、88.2KHz 

(Internal)に設定しますと、88.2KHzにリクロックされて DA変換されます

か。 

→CDトランスポートから 88.2kHzで出力されていないかぎりは、されませ

ん。理由は前述のとおりです。 

•x64 – x256 (Internal))は、DSDのファイル処理の場合、指定された内蔵クロ

ックで動作するという意味ですか。 

→これは Digidesign社という会社が定めた SuperClock という規格で、それら

の機器で用いられるクロックモードなので、ワードクロックとは別のもので

す。DSDは関係ございません。そのような機器とクロックを同期させるとき

に使用するものですが、コンシューマー製品には皆無です。 

・DSD 再生の場合、通常外部クロックは下記のように機種によってきめられ

ています。本機ではどのようになっていますか。 

   MYTEK DIGITAL 192-DSD   88.2KHz 

      TASCAM DA-3000           44.1KHz 

      城下工業 SWD-DA20         176.4KHz 

→DSD に関して適切なワードクロックは、原理的に”44.1kHz の整数倍”であ

ればどれでも構いませんが、176.4kHzがよろしいのではないでしょうか。 

主観ではございますが、そう考える理由は、オーディオで使用される内臓クロ

ックは一般的に非常に高い周波数を持つものを、整数倍などにして利用するこ

とで、複数の周波数に動的に対応できるようになっているからです。 

なので、Internalで使用している場合は DSD再生でも、それを意識させず使

っています。 

DSDは非常に高いサンプリング周波数なのに対してワードクロック信号とし



て使えるのは低い周波数になるので、ワードクロックを使うのならば 

44.1kHzの整数倍のどれかを使用することになります。 

音質的な意味で言えば、あまりワードクロックを使用する利点はあまりありま

せん（高いクロック周波数が使える内蔵クロックを使えばいいところを低くジ

ッターの多い外部クロックに頼る形になる）が、最終的には主観でご判断いた

だければと存じます。 

・USB 接続で DSD nativeで 2.8MHzDSD音源を受ける場合、例えば、x128

に指定するとどうなりますか。 

→回答抜け 

•SDIF入力について記載がありませんが、WCK 入力がありますので、ここで

入力されてくるクロックで動作すると考えていいのですか。この場合、内部ク

ロックで打ち直すことはできますか。 

→前述のように Internelで入力されてくる周波数に合わせば、打ち直しという

表現は正確ではないですが、FemtClockで生成したクロックを利用します。 

・INT (Internal) でクロックを 44.1KHzに指定し、WCK (Word Clock)の out

からクロック信号を CDトランスポートに戻して、クロックの同期を行うこと

は可能ですか。 

→前述したように、クロックディストリビューターにできるので可能です。 

 

Q13： 

9.2.18 PCM Filt Shpe (PCM Filter Shape) – デジタルフィルターの設定の各設

定条件の詳細と選択基準を教えてください。 

A13： 

デジタルフィルターについては、Mytekが開発したものではなく ESS テクノロ

ジー社の DAC に内蔵されているフィルターがそのまま列挙されています。 

そして、このデジタルフィルターというのは、イコライザーのようなものとは

違い、画一的に表現できるものではないのが特長となります。 

状況によって様々にその印象を変えるものなので、そのため、どういう場合に

どういうものを使うべきであるという指標は示されておらず、主観にてご判断

いただきたく存じます。 

1 点、個々人においての指標になり得るのではないか、というものとしては、

ESS DAC を開発したエンジニアたちが立ち上げたブランドである

「Resonessence Labs」にいくつかのドキュメントがあり、以下のページで公開

しております。現行のMytek製品に搭載されているフィルターは、ここから流

用されたものや発展されたものが使用されているようです。 

https://www.resonessencelabs.jp/resonessence-labs/technologies/digital-

https://www.resonessencelabs.jp/resonessence-labs/technologies/digital-filter/


filter/ 

 

Q14： 

「9.2.6 SDIF Rate - SDIF入力を使用し、DSD信号が入力された際のレートで

す。」の訳は、原文の「9.2.6 SDIF Rate - determines the rate of DSD when 

SDIF inputs are used.」を正しく反映していないように思います。Determines

は「です」ではないと思われます。 
TASCAM DA-3000から 5.6MHzの DSD音源を受けるとき、×128に設定する

ということでいいのですか。別の設定をすると、それに変換されて DA 変換さ

れますか。 

A14： 

Q14 については、厳密には誤りではないように見受けられますが、わかりにく

い言い回しであったかもしれません。担当者に確認し、必要な場合は修正に努

めます。 

前述のように、x128 はワードクロックではなく SuperClock なので、使用しな

いでください。 

【追記】x64－x256 について、”SuperClock であるので使用しない”とお伝え

したのですが、誤記に引きずられた私の勘違いとなりますので、訂正いたしま

す。正確な内容については、改めて社内で確認してご返信いたします。 

 

Q15： 

DSDの再生に関して、9.2.19 DSD Filt BW (DSD 用ローパスフィルターの帯域

幅設定) に関して通常は AUTO にしておくことでよろしいですか。特に、

HI/MED/LOを選択するのはどのような場合ですか。IIRフィルターの意味を教

えてください。 

A15： 

IIR フィルターについては、前述の Resonessence Labs の「IIR型と FIR 型」

という項をご参考ください。 

ここに書かれている以上の踏み込んだお話となると、専門高等教育における学

術関連の内容となり、弊社よりご説明を差し上げることができないことをご了

承ください。 

DSD Filt BWはマニュアルに指定があるように、AUTOでご使用頂いたほうが

よろしいかと存じます。 

DSD においてローパスフィルターをどこで切るかという判断は高度な専門知

識が必要になる上にソースごとに適切なものが異なるため、AUTO でそれらを

意識しないよう適切に切り替えるようになっているためです。 

https://www.resonessencelabs.jp/resonessence-labs/technologies/digital-filter/


 

Q16： 

御社において上記Q12のクロック設定全般あるいは特に外部クロック入力や他

機との同期のご経験はありますか。 

A16： 

弊社では Antelope社の Trinityという機材との組み合わせで動作確認しており

ます。 

 

ご丁重なるご回答ありがとうございました。一部ご回答いただいていない箇所

や回答順序がずれている箇所、回答保留の箇所がありますが、一応これで了承

いたしました。フィルターの選択については理解し、本機が SRC(Sampling 

Rate Converter)機能を持たないことも理解しました。残るクロックの問題につ

いては改めて質問を構成させていただきます。なお、MQA-CD再生はもとより、

貴社でご経験のない DA-3000からの SDIF入力、フォノ入力、ならびに fidata

からの USB 入力などについてもデモ機で成功しておりますことを申し添えま

す。 

              

Q17：入力別クロックの選択 

クロックの問題については、おおよそ理解が進んできましたので、別添のよう

な整理を行いました。この表の修正および追記をお願いいたします。 

 BrooklynDAC+クロック入力選択表 

情報提供： 

SDIFを使用される場合の、フローチャートをご用意いたしました。 

こちらをご参考いただければと存じます。 

   SDIFクロック選択図 

情報ありがとうございました。Q17のご回答もよろしくお願いします。 

A17： 

ご返信にお時間頂きまして申し訳ございません。 

頂いたファイルに関するサポートですが、ご購入前のサポート範囲を逸脱して

いる状態のため、大変申し訳ございませんが、現時点ではお断りさせていただ

きたく存じます。 

実際にお手元に来られた際に、やってみて、改めてその段階でご不明点が生じ

た場合にご相談いただければと存じます。 

 

 

  

http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2018/08/3a8f8d72c477cd9507f4e9a9567d1a58-1.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2018/08/b768dea55201186129d8248c12893397.pdf

